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緑の風

・平成4年に附属環境教育実践センター

の新設が認められてから、木造建物の

屋根や内部の改修が行われ、その後、

平成8年に管理棟が竣工されました。そ

して、平成16年度の概算要求が認めら

れ、環境教育有機物リサイクルシステ

ムが実験実習棟とともに平成17年3月に

設置されました。その概要を紹介しま

す。

○環境教育有機物リサイクルシステム

　本システムは、学生寮食堂から生
じる生ごみをはじめ、栽培した植物
の残渣、除草した雑草、剪定した樹
木枝を粉砕したもの等の有機物を発
酵槽に投入して、これらを48時間で
堆肥にし、さらに、この堆肥をペ
レット作成機および乾燥機にかけて
ペレット状の有機堆肥にするシステ
ムです。また、このシステムを稼働
して、学生や附属学校園の生徒等な
らびに公開講座等の受講者に実習を
通して指導できるスペースを持つ実
験実習棟もあわせて設置されまし
た。

システムの構成内容

1)原材料切断破砕装置、運搬装置

2)発酵装置、脱臭装置

3)堆肥撹拌、積み替え装置

4)ペレット作成装置、乾燥機、攪拌機　　
5)環境教育有機物リサイクルシステム
実験実習棟

　バイオミラクル（発酵装置）

○「食の循環」の教育の推進

　このシステムを稼働することによ

り、栽培学習園での植物の栽培の実
習と有機物リサイクルシステムで作
成された有機堆肥を栽培学習園に入
れて、さらに植物栽培に利用すると
いう「食の循環」についての教育を

「農業実習Ⅰ、Ⅱ」等の授業や公開
講座等の中で推進しています。同時
に、地域のホテルの食材生ごみの搬

入を受けてそれらを堆肥化し、得ら

れた有機堆肥を用いてハーブの有機
栽培研究を行うととともに、収穫し
たハーブはホテルの食材として活用
するというプロジェクトを平成18年
度から実施しています。

　実習中の学生達

リサイクルシステム実験実習棟

（手前の建物）
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１０月初旬の農場風景

活躍する環境教育有機物リサイクルシステム
センター長　　梁川　正　
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懐かしの木々　（２）
　田渕春三（本学名誉教授）

黄金の雨を降らすオオモク
ゲンジ
　九月末，女子寮前の路上に
黄金のカーベットを見つけ
た。よく見ると１cm足らずの
可愛い落花の大群で，一つひ
とつが４枚の反り返った黄金
色の花弁の基部にピンクが
かった濃い赤色の附属物があ
り，その色彩の対比の美し
さ，可愛さは例えようもない
（写真）。

頭上には数十cmにおよぶ大型
の円錐花序にまだたくさんの
花が付いている。オオモクゲ
ンジ（ムクロジ科）で，英名
のChinese Golden Rain Tree 
は心憎いほどに味な命名だ。
　九月，美しい花木が大変少
ない時期に十数メートルにお
よぶ高木の樹冠一杯に黄金の
花を付ける様は，壮大で優美
である。加えてその実は３枚
の葉（心皮）が紙風船のよう
な袋状となり，赤褐色から明
るい茶褐色に変化しながら秋
から初冬へのカラーポイント
となって，長期にわたって楽
しむことができる。直径３~
４mmの種子は念珠に用いら
れるそうである。その多くは
樹下に落下し実生苗が群生す
るので，私はかつて100本の
苗木をいつでも提供できると
大口をたたいたものだ。一部
は鳥が運ぶのか，近隣にもセ
ンター由来の幼木が見られ
る。北白川の疎水端にあった
大木が伐採されたのも，実生
苗が跋扈しすぎたせいとイン

ターネットをにぎわせた時期
があった。成木はセンターで
は樹木園，焼却炉の西，苗圃
にあり，隣接する女子寮，男
子寮，国際交流会館，附属高
校にも多数見られるが，植栽
されたものは樹木園の２株と
附属高校の１株に止まる。

　この木は，中国南西部の原
産で２０mにも達する落葉高
木であり，葉は２回羽状複葉
でその表面には光沢がある。
幼木には重鋸歯が認められる
が，成木では全縁となり，別
名のマルバノモクゲンジや学
名の種小名integrifolia はこれ
を示している。上述のように
衆目を集める美しさと抜群の
繁殖力を持ちながら，まれに
しか見られないのは理解しが
たいが，名に示すように大木
となることと枝張りがやや粗
いせいであろうか。比較的広
い敷地に恵まれた学校にはぜ
ひ勧めたい。たまたま山科の
K小学校に幹周り１mのも
の，上京区のK中学校には数
本の見事な並木を認めていた
が，前者は地上４m，後者は
地際からバッサリ伐られたの
には魂消てしまった。
　センターのものは１９７５
年頃，山科の小学校の先生が
京都大学の故伊佐義朗先生か
ら提供された種子から育てら
れた数十cmの苗木２本を樹木
園に植栽したものである。今
年の１月，京都植物園に樹高
数mの苗木２本を贈呈した。
　大学のD棟西南角には土倉
亮一名誉教授が若狭で採取さ
れて植栽されたモクゲンジ
（センダイバノポダイジュ）
が風格ある大樹となり，見事
な景観をなしている。

農業実習（前期）を
受講して

アンティポヴァ・ダナ（ラトビア）

私は子供のころの夏休みをよ
くお婆さんの田舎の家で過ごし
た。その頃、家庭には野菜畑だ
けでなく、家畜の牛、豚や鶏も
いた。もちろん、毎日仕事が多
かったが、子供の私にとって畑
で働くよりも辛い仕事はなかっ
た。
年と共に人間の価値観や関心

が変わる傾向がある。自分も同
様に大人になって、都会の生活
を送りながら、自然を大切する
ようになり、だんだん、健康的
な生活に戻ろうとした。
京都教育大学の授業科目のシ

ラバスに「農業実習」と言う科
目が載っていた。この授業にす
ぐ興味を持つようになって、新
学期が始まることを楽しみにし
ていた。
私にとって「農業実習」はリ

ラックスのような活動だった。
他の授業やアルバイトで大変疲
れていたが、畑で働くことはよ
くストレスを取る働きがあった
ため、肉体的に疲れても、精神
的に休むことができた。
イチゴ、ジャガイモ、トマト

や玉ねぎはラトビアにもあるの
で、その植え方や育て方に馴染
みがあった。しかし、サツマイ
モ、お米やスイートコーンは母
国では育てられていないため、
これらの植物は私にとって新し
い、面白い発見となった。
母国の家には花がたくさんあ

るが、その世話を普段母に任せ
ていたため、自分は花の植え方
を全く知らなかった。しかし、
現在、花を植えるのはそんなに
難しくないとわかって、自分の
今後の家でも花がたくさん咲い
てほしい。
この授業を受講して、自分の

周りの世界の感覚が変わったと
言える。それがより充実し、よ
り深くなったと思う。附属環境
教育実践センターの先生方に
「ありがとうございます」と言
いたい。
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　林原先生の演劇的手法によるコ
ミュニケーション力養成の内容は、
教師にとって非常に役に立つ内容で
あると感じました。
とても恥ずかしいという思いになり
ますが、来年も続けてほしいと思い
ます。
　全体を通して、体験しながら、頭
と体の両方で環境問題を理解してい
くというコンセプトが全面的に出て
いた内容だと思います。あいにく天
候が悪く、すべての内容ができな
かったとは思いますが、２日間参加
させていただき、興味深く学習させ
てもらいました。

中村りょう子（西宇治中学）
　今回は環境教育についての研修会
だったが、環境問題そのものについ
て「教えられる」形式とは少し違っ
ていた。各講座では「地球の道」を
歩いて地球史を学んだり、自然物に
成りきって演技をしたり、石の万華
鏡のような物を作るなどした。
　また食事は毎食新鮮で多様なお魚
を頂いた。そして実際に海へ行き、
夜光虫にも出会った。 
　このような体験を通して、命ある
もののの偶然性と希少性、自然の偉
大さを実感した。その一方、現代日
本の私たちの生活に違和感を覚え
た。 
　地球史を460mで表すと人類の歴史
はたった数cmだという。その間に、
人類は命の源である水・空気・土を
汚し、自然の循環を大きく乱してし
まった。私たちは今の「便利で豊
か」な生活をもはや当たり前のよう
に送っている。しかしそんな何気な
い生活と引き換えに、色んな生き物
を苦しめていた。これからは自分自
身がエネルギーを浪費しない、環境
を汚染しない暮らしを心がける事か
ら、環境問題と向き合っていこうと
思う。３日間、先生や参加者の方々
とじっくり語り合いながら新しいこ
とを自分と繋げて学べる贅沢な時間
だった。

村上香澄（本学家政科学生）
　今回の研修では、環境教育という

くくりに捕らわれず様々な観点か

ら“生活”について見直す良い機会

になりました。

　食料問題や地球温暖化、アマゾン

の砂漠化など、将来私達が確実に直

面するであろう環境問題について新

たな観点から学ぶ事ができました。

地球規模の問題をいかに子供達にも

身近な問題であるのか考えさせるた

めにどのような教材を用いていけば

いいのか改めて考えると共に、私自

身にも身近な問題である事を身を

持って知りました。

特別生４年目 　　愛川義昭　

　 毎年ほぼ同様の野菜や花の栽培と収
穫作業を学んでおりますが，天候，肥
料の量ややり方等により，豊作になっ
たり出来がよくなかったりで，同じ様
でなく奥が深いことを実感しておりま
す。トマトの接ぎ木（テープ巻とク
リップ止めの２種類）では，成功率１
００％をめざして，台木と苗木の接合
部を慎重に削りますが・・・，過去２
勝２敗の成績。切り口の繊細さが要求
され，自身の粗雑さを反省しておりま
す。前期はジャガイモとトウモロコシ
の収穫と試食があり，楽しい雰囲気で
実習しました。後期は稲刈りと餅つ
き・試食，しめ縄作り等あり楽しみで
す。また夏に，センターで４期生の同
期生仲間と除草やハボタンの植え付け
作業等を手伝い，旧交を温める機会で
もあります。梁川先生，今年度より岡
本先生を加え，辻・越智両技官のご指
導の下に後期もよろしくお願いいたし
ます。

特別聴講生　岡井英夫
　 私は，本校の特別聴講生で農業実習
を学んでいる社会人卒業生です。京カ
レッジ募集ガイドで，大学の正規講義
科目である「農業実習Ⅰ ,Ⅱ」に出会
い，私の学習意欲を満足させてくれる
講義内容であること，本授業の到達目
標である「植物を栽培する活動を通し
て農業の意義やその教育力を理解す
る」に深く共感し，お世話になること
にしました。
　 本校での講義・実習体験を通じての
学生・社会人OB等との出会いは，まさ
に「一期一会」，今までにない新鮮な
雰囲気のふれあいの場であり，毎週の
授業は楽しくて一度も欠席したことは
ありません。
　 今年６月上旬のことですが，田植え
が終った水田に子どもたちが遊び心

で，苗をターゲットにして，大きな
石を何十個と投げ入れていました。
私が，石を取り，苗を植え直して
も，また次の日も同じことの繰り返
し。この行為に心が痛くなりまし
た。一度でも植物を育てたことがあ
る子どもなら，心ないこのような行
為はしなかったであろうと考えま
す。
　 学校教育において，地域の教育力
を取り入れた栽培学習が行われてい
ますが，「学社融合」の概念である
「学校教育・社会教育・家庭教育」
の三者を融合させるため，教育者を
めざしておられる学生さんに「栽培
学習（農業実習Ⅰ，Ⅱ）」を受講し
ていただきたい。植物を育てる過程
を知ることで，人間（児童）育成教
育に役立たせていただきたいと思い
ます。
　

環境教育研修会（丹後半島， 
８月２２−２４日）に参加して

　森岡慎二（長岡第四中）

　丹後半島でのこのような素晴らしい環
境の海星公園で研修できたことが良かっ
たです。同じ京都に住んでいても、なか
なか来ることができない場所でしたの
で、知るという上では大切だと思いま
す。
　岡本先生の京都自然塾のプログラム
は、雨の中での体験でしたので、ぜひ、
晴れた中ですべて体験したいと思いまし
た。４６億年の歴史が感じられる内容が
460ｍに凝縮され、ヒトの歴史が非常に
短いものであると感じることができるも
のだと思います。
　理科の実験や観察もそうですが、わか
らなくても予想してその予想をもとに結
果を知り、実感することが大切であると
思います。ほんとに、このプログラムは
素晴らしいと思います。
　田中先生の岩石標本を作成するプログ
ラムもなかなか普段行わないことでした
ので良かったです。持ち帰ることができ
たことも良かったです。
　安松先生の琴引浜の漂着物の内容は衝
撃的なものでした。ゴミを実感しながら
環境を考えることができることは，子ど
もたちにも体験させてやりたいと感じま
した。
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日」では、岡本先生まで（感動で？）泣か

せてしまいました!?

「石から見える地球の歴史」「漂着物から

見える生活と環境」「地球の道」のどれを

とっても、とても魅力的で楽しいプログラ

ムでした。自然の中で、感じて泣いて笑っ

て考えさせられた、そんな充実したセミ

ナー参加となりました。

越智技能補佐員がご退職，志賀真
人氏が新たに赴任されました。
センターの技能補佐員であった越智さんが
９月末に退職されました。越智さんは，専
売公社，JTタバコ会社をご退職の後，平成
１２年４月から１１年半もの間，本セン
ターで勤務していただきました。

越智周作さんから

大変お世話になり
ました。
環境センターで仕事
をするようになったのが
平成１２年４月からで、実習時には、辻さ
んに前もって教わりながらのスタートでし
た。それから１１年、一応センターの角々
まで足を踏み入れ大体どこになにが植わっ
ているか、分るようになり、熱い日、寒い
日、大変良い思い出となりました。たまに
おじゃましますので、よろしくお願いしま
す。

志賀真人さんから
�
この１０月より技能
補佐員としてセンター
で働くことになりまし
た。アウトドアで活動することが大好き
で，四季を十分に感じることができるセン
ターで目一杯，身体を動かして環境教育に
貢献できるように頑張ります。よろしくお
願いします。

新しく赴任された志賀さんは，これまでNPO
法人「京都・深草ふれあい隊・竹と緑」で
中心的に活動されてこられました。十分な
経験と行動力を兼ね備えた方に来ていただ
きました。

編集後記

本号では，前期の実習や，夏期に実施した環
境教育研修などへの感想を盛り込みました。
参加した方々の熱いメッセージに勇気づけら
れます。１面では，センターの主要施設であ
るリサイクルシステムの解説を掲載しまし
た。こうした紹介も続けていく予定です。な
お，「センターの花々」として時計草を予定
していましたが，入れることができませんで
した。次号以降をお楽しみに。（O）

　また、演劇的手法を用いてのプログ

ラムでは、自分の事を紹介したり自然

に生きるものになりきって演じる事に

より「伝える」ということで他者との

コミュニケーション力を高め、自身の

表現力の幅を広げられました。

　上記のプログラムに加えて、学級内

でコミュニケーション能力を高める実

践方法など、今回のプログラムは将来

教師を目指す上で、どれも有意義で実

践に繋げやすいものばかりでした。勿

論、現役の先生方でも学ぶ事が多く、

充分に有意義だったと思います。

今回は少人数の中での参加でしたが、

また研修会を行う際は是非とも参加し

たいと思います。

◎村上さんは，ただ一人全プログラム
に参加し優秀な成績で研修を修了され
ましたので，学長から修了証書を授与
されました。

杉本恭子（支援センター職員）
　自然に囲まれた場所で地学的な事柄

について学ぶことは、机上での知識を

得るのとは違い、現実感のあるものと

して伝わってき、脳から得た情報では

なく、皮膚を通して全身に広まるよう

な感じがしました。

　また、「演劇的手法によるコミュニ

ケーション力養成」では、人に何かを

伝えるためには、自分自身との対話を

超え、伝える内容を凝縮し構成し、興

味と集中を他者に持ち続けてもらうこ

とによって、心にまで届けることが出

来ることを、自分が体験することと他

の参加者の発表を見ること、その後ビ

デオを見ながらの講師の先生の講評に

よって、深く理解することが出来まし

た。

　教室は劇場であるという言葉を聞い

たことがありますが、劇場空間をどの

ように作り上げるかということの重要

性について考えさせられました。

　

榊原典子　（本学教員）

 学会出張、教採直前セミナー、集

中講義、研修講座…とすっかり忙

しくなった８月の下旬、“丹後海

と星の見える丘公園”という魅力

的なネーミングに惹かれ、しばし

の息抜きをしたいと、研究室の学

生と参加しました。１日遅れの参

加となったために、全プログラム

を経験できなかったのは残念でし

た。

　自然豊かな公園で、少し園内を

歩けば、潮騒のテラスからは風光

明媚な宮津湾と海岸線が臨め、

アップダウンの歩道をあるけば大

地の天文台や風の谷を巡ることが

出来、またさらに足を延ばせば46

億年の歴史を岩や生物の変化でた

どる地球の道へと続き、自然の中

に様々な仕掛けがあって、樹々や

蝉の声に囲まれながらも、適度に

知を満たしてくれる、そんな場所

にすっかりリラックスすることが

出来ました。

　今回の参加は、「演劇的手法に

よるコミュニケーション力の養

成」に参加する学生の“つきそ

い”が目的でした。“つきそ

い”のつもりだったので、まさか

講師陣も含め演劇指導を全員が受

けるとは思ってもいませんでし

た。お題は２つ。「何かになり

きって演技をする」と「人生で一

番うれしかった日」を４分間で演

じるのです。１日目に参加できな

かったので、事前のレクチャーを

まったく受けずぶっつけ本番の発

表会参加です。「ミツバチ」や

「アスパラガス」「樹」など生き

物を取り上げた人が多かったの

に、講師の林原先生の助言も聞か

ずに「音」になりきり（つもり）

ました。舞台になっている自然の

中での音から、都会の音、そして

戦場の音、と人間が生物であるこ

とを忘れていく愚かさをメッセー

ジに込めました。林原先生から

は、あえて難しい課題を取り上げ

たことと、演劇に重要な要素であ

る『想像性』『構成力』『演技

力』のうち構成力についてお褒め

（？）の言葉をいただきました。

多分、事前のレクチャーを受けな

かったことと、周りの豊かな自然

が無言の刺激をくれたことから自

由な発想ができたのだと思いま

す。「人生で一番うれしかった


